平成　　年度　緑地管理関係除草剤試験成績書〔特定植生の維持〕－1

	[bookmark: _GoBack]薬 剤 名
	
	剤型
	
	
	試験機関
	

	有効成分
及び含有率
	
	
	担当者名
	

	
	
	
	試験圃場名
	

	ロット番号
	
	
	圃場所在地
	

	試験目的：
	

	対象雑草：
	


Ⅰ．試験概況
1． 地　況
	区分
	前年までの管理状態
	土性・土質
	その他

	
	
	
	


2． 処理時の雑草の状態
	草　種
	
	
	
	
	
	
	植被率
	群落全体の
平均草高

	被　度(%)
	
	
	
	
	
	
	
	

	草　高(cm)
	
	
	
	
	
	
	
	

	発生期(月/旬)
	
	
	
	
	
	
	
	


3． 処理前後の気象状況　　　　　　観測地点：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(*:処理日)
	月／日
	
	
	
	
	*
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	最高気温(℃)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	最低気温(℃)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	降水量(mm)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


4． 処理前の試験場所の管理：
5． 特記事項：

Ⅱ．試験方法
1． 処理時期：
2． 処理方法：
3． 試 験 区
	区
	薬　剤　名
	使用量(/㎡)
	水量(/㎡)
	展着剤(種類･量)
	区の大きさ(㎡)
	反復数
	備考

	１
	無処理
	－
	－
	－
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	
	
	

	６
	
	
	
	
	
	
	



Ⅲ．試験結果
1． 除草効果
	区
	除草効果(調査日　　/　 /    処理後　　日)　最大効果発現時 注2)
	効果発現
の遅速注3)
	抑草期間
注4)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１注1)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注1) 無処理区は、被度(%)と草高(cm)、あるいは重量(g)で表示
注2) 無処理区に対する残草比を、0%～100%の101段階で表示
注3) 効果発現の遅速：変色、葉枯れ、萎凋などの症状が、処理後2～3日以内・・・「速」、それ以降・・・「遅」
注4) 抑草期間：処理後、次の雑草防除が必要になるまでの処理後日数

2． 特定植生　　　　　　　　　　特定植生：　　　　　　　　　　　　

	区
	被度及び草高の推移
	特定植生への影響

	
	処理時(　年　月　日)
	日目(　年　月　日)
	日目(　年　月　日)
	症状
	程度注)

	
	被度(%)
	草高(cm)
	被度(%)
	草高(cm)
	被度(%)
	草高(cm)
	
	

	１
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	
	
	
	


注)特定植生への影響の説明：	「無」害徴なし　　　		　「小」害徴が認められるが回復する、または回復する見込みがある
「中」著しい害徴が認められるが回復の見込みがある　　「大」著しい害徴が認められ、回復の見込みがない
3． 草種と効果
	区
	効果の高い草種
	効果の低い草種

	２
	
	

	３
	
	

	４
	
	

	５
	
	



Ⅳ．評価と実用性の判定
	薬剤名
	処理時期
	使用量(/㎡)
	散布水量(/㎡)
	除草効果
	抑草期間
	特定植生
への影響
	実用性判定

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	



Ⅴ．実用化に対する所見、今後の研究課題等



Ⅵ．実用化における使用基準　(実用可能と判断される剤について記入)
	適用場面
	対象雑草
	処理時期
	処理方法
	使用量と水量
	使用上の注意

	
	
	
	
	
	



